


庄巫ぼ匹世は非常に優秀な止＊性能を有して
おりますが万能ではこさいません。

土のう等その備の随災グッス
｀

と併用することにより．より万全
な治水を実硯させます。

Flood Gua『d（フロ ー ド・ガー ド）の必妻性と有効性 ”
開発にあたり 近年ゲリラ豪雨や台風の影響で浸水被害が全国的に増加しています。

一
特に床下浸水は風水被害棟数の約 60％を占めます。

従来からある土のうでは準備に時間がかかり、 また

女性や年配者では準備·運搬・設置が困難です。

そこ で誰でも簡単に設置 できる床下浸水を防止す

る「簡易型止水板」を開発することにしました。

姐凩4,662棟

=9応 5,624棟

※総務省消防庁資料（平成29年災害年報）より

手軽に持ち運びでき、 しかも濁流にも流されず、 ガレキ等が当たっても壊れない強靭さ。

使用場所に合わせてサイズを変更でき、 未使用時にコンパクトに収納、 3Rに対応した製品となって

おります。 またReduce（高い耐久性）．Reuse（再使用）．Recycle（再利用）と環境へ配慮したマテ

リアルリサイクル製品(3R製品）です。

製品の用途·特徴

簡易型止水板（しすいばん）

高波やゲリラ豪雨等による洪水の床下浸水を防止。

洪水ハザードマップで浸水の可能性のある建築物への対策用品。

特 徴
●経量てありながら強固なボ芙

●設置が容易で初期動作を迅速に行える.., 
←- ． .

●繰り返し使えて組彗i

・ 墨重ねて収納できるので場所を取らない

規格

70.5cm 85cm 

68
cm 81.5 

cm 

DZ50 
D260 

------- DZ50 DZ60 

最大止水高度 50cm 60cm 

重 量 4.2kg 6.1kg 

寸 法
705x680 850x815 
x528mm x630mm 

材質 (ABS樹脂） 4mm厚 5.5mm厚

表 面 加 工 UVカット加工

許 合六 ：日 度 -40度～95度I皿



Flood Guard が倒れない原理

●底面部にかかる水圧で本体を固定します。

●背面部と底面部に設けたU字加工により

水流の圧力を分散させます。

底面に掛かる水圧で本体を固定！！

●底面アンカ ー部には高摩擦テープを備え

ており、本体のずれを防ぎます。

w止水とは

lll 

●epdmスポンジは圧縮されることで止水効果を発揮します。洪水初期

は水量が少なく水圧でepdmスポンジを圧縮できず漏水の原因となります。
※ epdm（エチレンプロピレンジェンゴム）

●フロ ードガー ドは底面部前方と側面部に止水ゴムを配置し洪水初期に

も漏水を大幅に軽減させます。

土のう・吸水土のう

との設置コスト比較

コスト比較（設置範囲：高さ約50cmx幅約1 Om)

土のう※ 1DZ50 
(705x680x528mm) (480x620mm) 

土砂費用 不要
¥37, 500/t X9.9(t)

= ¥37 1,250

運搬及び器具費用 不要 別途必要

必要人数※ 2 1名 20名

人件費 ※ 3 ¥18,000 X 1名 ¥18,000 X20名
（日当¥18,000)

= ¥18,000 = ¥360,000

合計 ¥ 18,000 ¥758,250

合計比率 0.025 1 

※土嚢及び吸水土嚢は「積土のう工法」を採用しています。 ※1土のうは1袋25 kgで試算。

※2必要人数は官公庁の歩掛表により試算しています。 ※3歩掛表：日当¥18,000 8時間労働とする。

吸水土のう
(500x300xl 50mm) 

不要

別途必要

5名

¥18,000 X5名

= ¥90,000

¥90,000

0. 123





C 流水の中でも使用できますか？

E9 使用可能です。 1台につき最大200kg

までの水圧に耐えることができます。

底部分の高摩擦テープでズレを防ぎます。

高摩擦テープ

’‘ 
CE3 どのように使用枚数を計算しますか？

ロトDZ50の幅は705mmです。1台加えることにより約620mm加算されます。
DS50を使用することにより、 幅の調整が可能です。

連結台数：横幅 1台：0. 705m, 2台：1.325m, 3台：1.945m, 4台：2. 565m, 5台：3.185m, 10台：

6.285m, 13台 ： 8.145m, 16台 ： 10.005m 
DZ60の幅は850mmです。1台加えることにより740mm加算されます。DS60を使用することにより、幅の

調整が可能です。
連結台数：横幅 1台：0. 850m, 2台：1.59m, 3台：2. 33m, 4台：3.07m, 5台：3.81m,10台：7. 51m, 

13台 ： 9.73m,16台 ： 11.95m 

°OG 

C 保管場所はどの程度の広さが必要ですか？

E9 重ねられますので、保管場所は省スペース ですみます。畳約一畳分のスペースが有れば50台

を収納可能です。(DZ50約30m DZ60約37m)

●劣化を防ぐためシ一卜等を被せてください。

CZ9 保管場所から運ぶ時は台車が必要ですか？

E9 フロ ー ド ・ ガー ド専用2輪運搬車を使用すれば一度に20台(DZ50)

を運べます。

C どのように設置しますか？
E9 止水したい方角に向かって基準となる1台を左端に置き、

基準台の右側に1台1台接続していきます。

SG（サイドガー ド）を使用する場合は先に設置してください。

四曲がった道路などには設置できますか？
E9 麟されたFlood Guard は最大3度の角度をつけれるので湾曲した道路にも設置できます。

また交差点などでは30度湾曲した製品を複数台(3台で90度）使用してください。

※内湾曲、 外湾曲ともにございます。

▲DN内湾曲板 ▲DW外湾曲板
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内湾曲板1 1台で円型の

プールも作れます

c四どのような場所で使用できますか？
D Flood Guardは固く平坦な路面での使用を想定して設計されております。 事前に路面に

障害物（大きな石等）や段差が無いようにしてください。






